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　「AZ9ジュニア･アクターズ結成20周年記念公演」と銘打たれた
今回の公演。プレッシャーの中、演じきった子どもたちの「成
長」には目を見張るものがあります。
　日々、成長する「AZ9ジュニア･アクターズ」の魅力とはいった
い何でしょう？
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02「AZ9ジュニア・アクターズ結成20周年」 、03 結成20周年記念公演
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2

る
、
渡
部
ギ
ュ
ウ
氏
か
ら
頂
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
５
年
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
、
Ａ
Ｚ
９

ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ
第
１
期
生
は
、
今
年
で

30
歳
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
生
の
数
も
２
５
０
名

を
超
え
、
俳
優
の
道
に
進
ん
だ
方
、
舞
台
の
裏
方

に
興
味
を
持
ち
、
美
術
と
し
て
働
い
て
い
る
方
な

ど
、
卒
業
生
は
ア
ク
タ
ー
ズ
で
培
っ
た
表
現
力
や

積
極
性
を
大
い
に
活
か
し
、
様
々
な
場
所
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
た
ち
は
、
公
演
が
近
付
く

と
、
後
輩
た
ち
を
手
伝
い
に
集
ま
っ
て
く
れ
ま

す
。
現
役
生
た
ち
は
、
先
輩
た
ち
の
姿
を
心
に
刻

み
、
次
の
世
代
へ
と
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。

　

ア
ク
タ
ー
ズ
の
活
動
は
出
演
者
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
頑
張
り
の
ほ
か
に
、
保
護
者
の
方
々
の
協

力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
送
り
迎

え
を
始
め
、
舞
台
で
必
要
な
衣
装
や
小
道
具
・
大

道
具
は
、
保
護
者
の
方
々
の
手
作
り
に
よ
る
も
の

で
す
。
土
・
日
・
祝
日
や
休
日
に
集
ま
り
、
衣
装

は
型
紙
を
切
る
と
こ
ろ
か
ら
、
小
道
具
で
は
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
に
線
を
引
く
と
こ
ろ
か
ら
、
大
道
具

で
は
木
材
を
の
こ
ぎ
り
で
切
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　

毎
年
、
公
演
間
近
の
１
月
に
な
る
と
、
練
習
場

か
ら
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
が
聞
こ
え
、
作
業
場
で

は
木
材
を
切
る
音
や
ミ
シ
ン
の
音
が
聞
こ
え
、

「
も
う
す
ぐ
」
と
気
分
が
高
鳴
り
ま
す
。

　

ア
ク
タ
ー
ズ
の
公
演
が
観
客
の
皆
様
を
魅
了
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

と
、
出
演
者
や
保
護
者
の
皆
様
を
始
め
、
ス
タ
ッ

フ
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
「
良
い
舞
台
を
作
ろ

う
」
と
協
力
し
、
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
う「
ひ
た

む
き
な
姿
」に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
第
４
回
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

　

平
成
25
年
２
月
10
日（
日
）・
11
日（
月
・
祝
）の
両

日
、
Ａ
Ｚ
９
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ
結
成
20
周
年

記
念
公
演『「THE RIVER STO

RY

」〜
水
鏡
の
中
の

不
思
議
な
世
界
〜
』
が
、
仙
南
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
２
日
間
で
９
9
0
人
の
方
々
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

公
演
後
、
観
客
か
ら
の
大
き
な
拍
手
に
ア
ク
タ
ー

ズ
た
ち
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」
と
満

面
の
笑
み
で
応
え
ま
し
た
。
今
回
、
好
演
し
た
33
名

の
小
さ
な
役
者
た
ち
は
、
８
か
月
間
の
レ
ッ
ス
ン
を

通
し
、
一
つ
一
つ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
考

え
、
セ
リ
フ
が
な
い
と
き
は
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
や
相

槌
を
う
ち
、
全
て
の
神
経
を
こ
の
２
時
間
に
お
よ
ぶ

演
劇
公
演
に
注
ぎ
、
立
派
に
演
じ
き
り
ま
し
た
。

　

小
学
６
年
生
で
あ
る
18
期
生
は
、
今
回
の
公
演
が

ア
ク
タ
ー
ズ
と
し
て
の
最
後
の
公
演
で
し
た
。
ア
ク

タ
ー
ズ
と
し
て
３
年
間
活
動
し
、
４
回
の
公
演
に
出

演
し
た
18
期
生
。
公
演
の
最
後
に
座
長
で
あ
る
佐
藤

大
和（
だ
い
な
）く
ん
が
観
客
の
皆
様
に
御
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

『
本
日
は
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
御
協
力
に
よ
り
、
今
回
の
20
回
目
の
公

演
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
18
期
生
は
今
年
で
卒
業
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
Ａ
Ｚ
９
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
今
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
』

　

平
成
５
年
度
に
、
第
１
回
公
演
を
丸
森
小
学
校
体

育
館
で
行
っ
て
か
ら
20
回
。
第
１
回
か
ら
３
回
ま
で

神
尾
正
太
郎
氏
が
演
出
し
、
第
４
回
か
ら
現
在
の
渡

部
ギ
ュ
ウ
氏
が
演
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
演
は
、
構
成
市
町
の
体
育
館
を
利
用
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
８
年
に
仙
南
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー（
え
ず
こ
ホ
ー
ル
）開
館
後
は
、
拠
点
を
え
ず
こ

ホ
ー
ル
に
移
し
て
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

第
14
回
か
ら
18
回
公
演
で
は
拠
点
公
演
の
ほ
か
、地

域
公
演
と
し
て
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、言
葉

に
よ
る
表
現
力
を
磨
き
ま
し
た
。

（
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
大
和
く
ん
）

ＡＺ９ジュニア・アクターズの一年

 【
前
期
レ
ッ
ス
ン
】  

６
日
程
度

　
　
自
己
解
放
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、体
力
づ
く
り

６
月
上
旬

６
月
下
旬

７
月
下
旬

オ
ー
デ
シ
ョ
ン

結
成
式・基
礎
レ
ッ
ス
ン
開
始

（
即
興
ゲ
ー
ム
、寸
劇
づ
く
り
）

身
体
表
現
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

（
川
遊
び
、ス
イ
カ
割
り
な
ど
、自
然
と
触

れ
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
）

創
作
劇・ダ
ン
ス
の
発
表
会
な
ど

 【
中
期
レ
ッ
ス
ン
】  

４
日
程
度

　
　
表
現
力
を
あ
げ
る
た
め
の
基
礎
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
指
導

９
〜
10
月

呼
吸
法
、発
声
の
し
く
み
、声
の
要
素
な
ど

「
こ
と
ば
」を
テ
ー
マ
に
基
礎
レ
ッ
ス
ン

観
劇
、ダ
ン
ス
、伝
統
文
化
に
触
れ
る
ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ

 【
後
期
レ
ッ
ス
ン
】  

25
日
程
度

　
　
共
同
作
業
の
楽
し
さ
を
体
感

11
月

12
月

１
月

２
月

キ
ャ
ス
ト
発
表
と
立
ち
稽
古
開
始

ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
強
化

大
道
具
、衣
装
製
作
開
始

拠
点
公
演・修
了
式

「
感
謝
」

「
歴
史
」

※
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ　
台
本
を
読
み
な
が
ら
行
う
演
劇
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る
、
渡
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ギ
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氏
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頂
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介
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ま
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。
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Ｚ
９
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ー
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１
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30
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ま
し
た
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卒
業
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の
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も
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０
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え
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俳
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の
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進
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だ
方
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台
の
裏
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。
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、
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近
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、
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要
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ち
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送
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、
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小
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道
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、
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発
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具
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り
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と
こ
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ま

り
ま
す
。

　

毎
年
、
公
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間
近
の
１
月
に
な
る
と
、
練
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場
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ら
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ど
も
た
ち
の
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声
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こ
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、
作
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場
で

は
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シ
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の
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こ
え
、

「
も
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す
ぐ
」
と
気
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ま
す
。

　

ア
ク
タ
ー
ズ
の
公
演
が
観
客
の
皆
様
を
魅
了
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力

と
、
出
演
者
や
保
護
者
の
皆
様
を
始
め
、
ス
タ
ッ

フ
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
「
良
い
舞
台
を
作
ろ

う
」
と
協
力
し
、
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
う「
ひ
た

む
き
な
姿
」に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
第
４
回
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

　

平
成
５
年
度
に
、
第
１
回
公
演
を
丸
森
小
学
校
体

育
館
で
行
っ
て
か
ら
20
回
。
第
１
回
か
ら
３
回
ま
で

神
尾
正
太
郎
氏
が
演
出
し
、
第
４
回
か
ら
現
在
の
渡

部
ギ
ュ
ウ
氏
が
演
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
演
は
、
構
成
市
町
の
体
育
館
を
利
用
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
８
年
に
仙
南
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー（
え
ず
こ
ホ
ー
ル
）開
館
後
は
、
拠
点
を
え
ず
こ

ホ
ー
ル
に
移
し
て
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

第
14
回
か
ら
18
回
公
演
で
は
拠
点
公
演
の
ほ
か
、地

域
公
演
と
し
て
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、言
葉

に
よ
る
表
現
力
を
磨
き
ま
し
た
。

「
つ
な
が
る
」

「
支
え
合
い
」

皆
様
に
支
え
ら
れ
て
20
周
年
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
声
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す

　

演
劇
の
レ
ッ
ス
ン
に
加
え
て
、地
域
文
化
に
ふ
れ
る
ユ
ニ
ー
ク

な
活
動
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。川
遊
び
や
絵
灯
ろ
う
づ
く
り
、そ

ば
打
ち
や
陶
芸
、神
楽
や
能
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
楽
し
い
思

い
出
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。そ
し
て
こ
の
街
の
文
化
拠
点
「
え
ず

こ
ホ
ー
ル
」で
の
公
演
は
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
場
で

す
。子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
ま
さ
に「
え
ず
こ
」で
す
。舞
台
表

現
を
通
し
て
阿
武
隈
川
流
域
の
豊
か
な
自
然
と
文
化
を
次
代

へ
繋
ぐ
た
め
、今
後
も
充
実
し
た
活
動
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

養
成
指
導　

渡
部
ギ
ュ
ウ

（
原
文
ま
ま
）

結
成
20
周
年
を
迎
え
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
Ａ
Ｚ
９
ジ
ュ
ニ
ア・ア
ク
タ

ー
ズ
。今
後
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※

活
動
の
様
子
は
組
合
Ｈ
Ｐ
で
も
発
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.az9.or.jp/kyouiku/actors/katsudou/index.

htm
l

）

これまでの公演
○第１回公演（丸森小学校体育館）
「風子の花」
○第２回公演（円田中学校体育館）
「ティアーズ」 ～心の水～
○第３回公演（村田町民体育館）
「みかんせいこうきょう詩」 ～昨日・今日・明日～
○第４回公演（えずこホール（以降全て））
「転校生」 ～時の十字路の物語～
○第５回公演
「明日また遊ぼう！」
～時さえ忘れる蔵王の麓のファンタジー～
○第６回公演
「SIMI」 ～小さき生き物たちの伝説～
○第７回公演
「山猿の子」　さよなら 20世紀
～子どもたちの純な魂の交感が 21世紀の扉を開く～
○第８回公演
「しーんかーんミステリー」 ～誰かが僕らを夢見てる～
○第９回公演
「ナイトランド」 ～夜を呼吸する妖怪たちの物語～
○第 10回公演
「本の中の静かな海」 ～SHI★MI～
○第 11回公演
「THE RIVER STORY」 ～AZ9版「たのしい川べ」～
○第 12回公演
「銀河のレクイエム」
○第 13回公演
「眠りの森の翼」
○第 14回公演（地域公演・白石市）
「遊びの天才遊びの国へ行く」
○第 15回公演（地域公演・蔵王町）
「少年少女図鑑」 ～僕たちは理科室から旅にでる～
○第 16回公演（地域公演・七ヶ宿町）
「アズナートの森」
○第 17回公演（地域公演・川崎町）
「A TREE」 ～夢をつなぐ大いなる樹木の物語～
○第 18回公演（地域公演・角田市）
「ランドセルの不思議な旅」
○第 19回公演
「フレンズ」
～蒼い海と碧の山の間で私たちは大きな白い大漁旗を
　上げよう～
○第 20周年記念公演
「THE RIVER STORY」 ～水鏡の中の不思議な世界～



教育委員会からのお知らせ
問い合わせ　TEL：0224-52-3433　FAX：0224-52-2660

●申込方法：電話または FAXにて、視聴覚教材センターまでご連絡ください。※詳しくはホームページをご覧ください。
　（FAXの場合は氏名、所属団体か勤務先、電話番号、連絡先を明記されるようお願いします）

16 ミリ映写機技術講習会の御案内　　日時：7月 4日（木） 午前 9時～午後 4時
16 ミリ映画利用の利点、意義を理解し、実際に学校教育・社会教育の現場で実践できる知識と技能を習得できる講習です。講習会での技能
テストを合格された方に認定証を交付しております。なお、こちらで交付した認定証をお持ちでない方は、16ミリ映写機を操作することが
できませんので、この機会をお見逃しなく。

第35回仙南地区自作視聴覚教材発表会結果発表　
入賞おめでとうございます！！
2 月 20 日（水）に仙南地区自作視聴覚教材発表会が開催されました。
応募作品は 7点。名作ぞろいに審査員も悩まされました。
最優秀賞及び優秀賞作品は、今年 8月に行われる全国自作視聴覚教材コン
クールに仙南地区代表として推薦されます。

＜社会教育部門＞
◎最優秀賞
「逆臣と呼ばれた男～原田甲斐と寛文事件～」
　蔵王町立永野小学校　鈴木 哲也

○優秀賞
「私たちの生活とごみ―主役はあなたです―」
　大河原町自作視聴覚教材制作グループ
　及川 義行・大浦 利昭

「鹿島神社の歴史と伝承
　　　　　～丸森の歴史シリーズNo.3～」
　丸森町　齋藤 良治

◆奨励賞
「きんどす」
　角田市　蓬田 義廣

「できるかな」
　蔵王町教育委員会生涯学習課

＜学校教育部門＞
○優秀賞
「船岡用水と六沼干拓」
　柴田町立東船岡小学校　大脇 賢次

「漢字なぞり書き、なぞり描き」
　白石市立大鷹沢小学校情報教育研究部　平間 晃
　　　　　　　　　　　　              （敬称略）
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︶
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９
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。
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９
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午
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４
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︻
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催
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９
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４
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︶

︻
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︼
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２
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９
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４
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。

受講者募集
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4月 5月

4月27日   ～5月6日

4月25日   ～5月19日

2月9日　～4月7日

4月6日   ～30日

4月5日　～5月6日
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村田町／雛まつり展

白石市／白石城桜まつり

柴田町／しばた桜まつり

白石市／水芭蕉が見ごろです

大河原町／おおがわら桜まつり

蔵王町／奥州平沢蔵王山麓灯（あかり）まつり

村田町／春の洋ラン展ｉｎ村田

角田市／かくだ菜の花まつり

角田市／かくだ宇宙っ子まつり

丸森町／丸森いち

蔵王町／特別展・仙台真田氏の名宝

丸森町／齋理屋敷企画展「端午の節句」

蔵王町／みやぎ蔵王えぼしすいせん祭り

蔵王町／蔵王連峰夏山開きと蔵王エコーライン開通式

角田市／五月飾りと甲冑

蔵王町／地場産品直売会「ございん市」

川崎町／花のフェスティバル

白石市／白石市民春まつり

白石市／全日本こけしコンクール・白石市地場産品まつり

4
月
の
イ
ベン
ト

April

村田町
雛まつり展

村田町歴史みらい館
会期
会場 歴史みらい館（0224-83-6822）問合せ

江戸期、紅花交易によって上方からもたらされた貴重な「享保雛」など、
代々に伝わる歴史雛のほか、現代の愛らしいおひな様が共演します。

白石市
八重の人生を変えた戊辰戦争展

寿丸屋敷 (白石市中町48-5)

会期
会場 白石商工会議所（0224-26-2191）問合せ

戊辰戦争の最前線で何があったのか！
奥羽越列藩同盟白石会議の舞台となった白石城では？そしてNHK大河ドラ
マ「八重の桜」主人公新島八重の運命は？

白石市
白石城桜まつり

益岡公園・白石城
会期
会場 白石市商工観光課（0224-22-1321）問合せ

白石城がある益岡公園では、400本の桜が4月上旬から咲き始めます。
白石城は夜9時までライトアップされますので、夜桜見物も楽しめます。

午前10時～
午後4時

日没～午後9時

4月26日   蔵王町
蔵王連峰夏山開きと蔵王エコーライン開通式

蔵王エコーライン、刈田峠駐車場
会期

会場 蔵王町農林観光課（0224-33-2215）問合せ

夏山登山者の安全と遭難防止、エコ－ラインの交通安全を祈願し、蔵王連峰
夏山開きと蔵王エコーライン開通式を行います。開通後は5月下旬まで期間
限定で、最大8ｍもの雪の壁を見ることができます。

4月23日   ～5月26日丸森町
齋理屋敷企画展「端午の節句」

齋理屋敷
会期
会場 蔵の郷土館齋理屋敷（0224-72-6636）問合せ

齋理屋敷に伝わる鎧兜や人形など、端午の節句にちなんだ品々を展示しま
す。

4月13日   ～5月6日川崎町
花のフェスティバル2013

国営みちのく杜の湖畔公園
会期
会場 みちのく公園管理センター（0224-84-5991）問合せ

春の大型連休と春の花(サクラ、チューリップ、パンジー、ビオラ、ナノハ
ナなど)の見頃に合わせて、樹々のアート展や春のミニコンサートなどのイ
ベントが実施されます。

角田市
五月飾りと甲冑

角田市郷土資料館角田市角田字町17

会期

会場 角田市郷土資料館（0224-62-2527）問合せ

角田館主石川氏家臣伝来の甲冑や古典折り紙・つるし飾りなどの五月飾りを
展示します。資料館入口では、大きな鍾馗(しょうき)様の幟(のぼり)が皆様
をお迎えします。

蔵王町
みやぎ蔵王えぼしすいせん祭り

みやぎ蔵王高原ロープウェー（えぼしスキー場）
会期
会場 みやぎ蔵王高原ロープウェー（えぼしスキー場　0224-34-4001）問合せ

新緑のゲレンデに30種類以上、50万株のすいせんが一面に咲き誇り、訪れ
た人たちを魅了します。展望ゴンドラ運行やゴールデンウィークの特別イベ
ントが開催され、球根付きのすいせんも限定販売されます。

4月21日   ～6月30日蔵王町
特別展・仙台真田氏の名宝

蔵王町ふるさと文化会館
会期
会場 蔵王町教育総務課（0224-33-3008）問合せ

仙台真田氏に伝わる真田幸村所用の甲冑や六文銭旗、肖像画など、これまで
ほとんど公開されたことのない貴重な歴史資料を特別展示します。
※文化会館の休館日はご覧いただけません。

午前10時～
午後5時

午前9時～午後4時30分　※期間中無休

開通：午前11時

4月27日   ～5月6日村田町
春の洋ラン展ｉｎ村田

道の駅村田
会期
会場 村田町ふるさとリフレッシュセンター（0224-83-5505）問合せ

町内の洋蘭農家がカトレアを中心とした洋ラン約2,000鉢を展示即売いたし
ます。最終日は購入者限定参加のオークションも開催されます。

午前10時～午後4時

4月28日   ～5月5日角田市
第１６回かくだ菜の花まつり

阿武隈川右岸河川敷（角田橋北側）

会期

会場 菜の花まつり実行委員会（角田市観光物産協会内　0224-61-1192）問合せ

3.2haの畑には約250万本の菜の花が咲き誇り、晴れた日には青空と残雪の
蔵王連邦、そして黄色い菜の花が美しいコントラストを作り出します。
（イベント開催日程についてはお問い合わせください。）

オープニングディ：4月28日（日）
午前10時～午後3時30分

4月13日蔵王町
奥州平沢  蔵王山麓灯（あかり）まつり

平沢弥陀の杉
会期
会場 蔵王町教育総務課（0224-33-3008）問合せ

地域のシンボルとして親しまれている樹齢950年、樹高50ｍの巨杉「平沢
弥陀の杉」が一夜限りライトアップされます。夜空に浮かび上がる巨杉の美
しい姿をご覧ください。

4月12日   ～24日大河原町
おおがわら桜まつり

白石川右岸河川敷公園（大河原橋～末広橋間）
会期
会場 おおがわら桜まつり実行委員会（大河原町商工会内　0224-53-1260）問合せ

「一目千本桜」が楽しめるおおがわら桜まつり。
お花見屋形船やお花見弁当、夜桜ライトアップ等、思い思いのスタイルで桜
が楽しめます。

4月上～下旬白石市
水芭蕉が見ごろです

水芭蕉・どうだんの森 (白石市福岡深谷字白萩山)

会期

会場 白石市商工観光課（0224-22-1321）問合せ

約5万本の水芭蕉が、春の訪れと共に一斉に咲き誇ります。開花時期は4月
上旬で、見頃は4月中旬です。また、水芭蕉の森の奥にはどうだんの森があ
り、5月下旬からサラサドウダンが楽しめます。

4月10日   ～25日柴田町
しばた桜まつり

船岡城址公園　白石川堤
太陽の村　陸上自衛隊船岡駐屯地

会期
会場 しばた桜まつり実行委員会（柴田町商工観光課内　0224-55-2123）問合せ

船岡城址公園や白石川堤など町内には桜の名所がたくさんあります。この時
期、町全体が桜色に染まります。

5月11日　・12日

5月3日    　 ～5日

・㊗

・㊗ ・㊗

・㊗

白石市民春まつり

白石駅前商店街　他
会期
会場 白石市民春まつり協議会（白石市商工観光課内　0224-22-1321）問合せ

5月2日(木)の宵まつりは、市内各地区の山車や神輿が市内を練り歩きます。
メインイベントである、5月3日(金・祝)の本まつりは、白石市内商店街を甲冑行
列、稚児行列、太鼓山車、子ども神輿などが商店街を練り歩くパレードです。白石市 5月2日　・3日

第20回かくだ宇宙っ子まつり

台山公園
会期
会場 宇宙っ子まつり実行委員会（角田市商工観光課内　0224-63-2120）問合せ

スペースタワー・コスモハウスが入場無料。ペットボトルロケット打上げや
ニジマスつかみ取りなど親子で楽しめる催し物が盛りだくさんです。角田市 5月5日 午前9時30分～午後3時

午前9時～
午後5時

・㊗

丸森いち

丸森町役場前広場とその周辺
会期
会場 丸森町商工会（0224-72-1230）問合せ

地場産品や花木の苗木などの“市”が立ち並び、大勢のお客様で賑わいま
す。会場では、様々なイベントも開催されますので、ご家族お誘い合わせの
うえ、ぜひご来場ください。丸森町

第55回全日本こけしコンクール・白石市地場産品まつり

ホワイトキューブ
会期
会場 全日本こけしコンクール事務局（白石市商工観光課内　0224-22-1321）問合せ

全日本こけしコンクールには全国各地からこけしが出展され、職人が技を競
います。また、地場産品まつりが同時開催されますので、ぜひご来場くださ
い。白石市

5
月
の
イ
ベン
ト

May

5月3日       ～11月下旬蔵王町
地場産品直売会「ございん市」

蔵王町ふるさと文化会館
会期
会場 地場産品直売会（0224-33-4327）問合せ

蔵王町で生産された四季折々の農作物や地場産加工品を、生産者自らが販売
する地場産品市場。朝取り野菜など新鮮で安全・安心な旬の蔵王の産物が販
売されます。

毎週土日
及び祝日・㊗



6月11日　～30日

6月7日　～9日
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蔵王町／シロヤシオツツジ散策観賞

蔵王町／遠刈田温泉朝市

蔵王町／日本の蔵王ヒルクライム・エコ

丸森町／齋理屋敷企画展「山野草・水石展」

村田町／そら豆まつり

村田町／蔵の町むらた 工芸市

川崎町／ポピーまつり

丸森町／齋理屋敷企画展「押し花作品展」

角田市／高蔵寺ホタルまつり

村田町／ウチョウラン（羽蝶蘭）展

角田市／うめ～梅まつりinかくだ

大河原町／おおがわら梅まつり

村田町／山野草展

柴田町／ザ・フェスティバルinしばた

川崎町／夏フェア

5月 7月せんなん地域保存版 イベント情報

第３回  日本の蔵王ヒルクライム・エコ２０１３

宮城蔵王ロイヤルホテル駐車場
会期
会場 日本の蔵王ヒルクライム実行委員会（蔵王町農林観光課内　0224-33-2215）問合せ

蔵王エコーラインを舞台とした自転車のタイムトライアルレースです。今回は安田大サ
ーカスの団長がゲスト参加！　スタート地点で観戦できるほか、ゴールの蔵王山頂への
観戦バス（有料）もありますので、ぜひ目の前で応援してください。蔵王町 5月19日

毎週日曜日
午前6～8時

午前11時～午後4時

午前10時～午後3時

5月18日
ザ・王様の宴

蔵王町ふるさと文化会館
会期
会場 日本の蔵王ヒルクライム実行委員会（蔵王町農林観光課内　0224-33-2215）問合せ

蔵王町の特産品と蔵王の料理人による味の饗宴をテーマにした食のイベント。
蔵王の味覚が一度に味わえます！蔵王町

5月12日
蛇藤まつり

白鳥神社
会期
会場 白鳥神社（0224-83-2727）問合せ

大蛇に姿を変え源義家を救ったとの伝説が残る奥州の蛇藤。見頃となるこの時
期に、神楽の披露など蛇藤を祀ったおまつりが開催されます。村田町

5月中旬～11月上旬
遠刈田温泉朝市

遠刈田温泉共同浴場  神の湯前
会期
会場 遠刈田温泉朝市実行委員会（担当：我妻　0224-33-3070）問合せ

地元の新鮮で安全・安心な野菜や果物を販売します。生産者から直接、食材
の調理法や保存法も聞くことができます。蔵王町

6
月
の
イ
ベン
ト

June

ト

7
月
の
イ
ベン

July
町内の愛好家が、山野草の魅力をみなさんにお伝えします。育てた山野草を
展示、一部即売もいたします。山野草の魅力に是非ふれてみて下さい。村田町

山野草展

道の駅村田
会期
会場 問合せ 村田町ふるさとリフレッシュセンター（0224-83-5505）

夏休み期間に合わせ、涼しげな噴水とサルビアやマリーゴールドなどの夏の
花を楽しめるほか、昔遊び大会やずんだもち作り、自然の恵みを活かしたク
ラフトなどのイベントを実施。川崎町

夏フェア2013

国営みちのく杜の湖畔公園
会期
会場 問合せ みちのく公園管理センター（0224-84-5991）

7月下旬～8月下旬

6月4日　～9日

7月下旬

盛夏直前のイベントとしてすっかりお馴染みとなった「おおがわら梅まつ
り」。梅のもぎ取りや量り売り等、梅に関するイベントが盛りだくさん！

大河原町
おおがわら梅まつり

JAみやぎ仙南
白石倉庫　仙南さくら営業所

会期

会場 問合せ 大河原町観光物産協会（0224-53-2141）

6月下旬の日曜日（予定）

午前10時～
午後3時

ウチョウラン愛好家がおすすめする、自慢のウチョウランを展示・即売いた
します。村田町

ウチョウラン（羽蝶蘭）展

道の駅村田
会期

会場 問合せ 村田町ふるさとリフレッシュセンター（0224-83-5505）
6月22日　・23日

高蔵寺阿弥陀堂の特別御開帳、地元ボランティアのおもてなし、ミニコンサ
ート、昔話の会、ホタルのお話会、ホタル観賞会などを予定しています。角田市

第4回高蔵寺ホタルまつり

高蔵寺及びその周辺
会期
会場 問合せ 高蔵寺ホタルまつり実行委員会（角田市西根自治センター内0224-65-2111）

6月22日

もぎたての梅の即売会のほか、梅を利用した特産品や地場産品などの販売が
行われます。梅干種飛ばしゲームなどのイベントもあります。角田市

第15回うめ～梅まつりinかくだ

角田市中央広場
会期
会場 問合せ うめ～梅まつり実行委員会（角田市観光物産協会内　0224-61-1192）

6月23日

自然の色彩が一枚の絵に―。
町内の押し花愛好グループの作品を展示します。丸森町

齋理屋敷企画展「押し花作品展」

齋理屋敷居宅
会期
会場 問合せ 蔵の郷土館齋理屋敷（0224-72-6636）

残雪の蔵王連峰を背景とした「お花畑」に赤やピンクのポピーが咲く期間に
合わせ、花・自然・文化の達人による押花教室や盆栽展、お茶会などのイベ
ントを実施。川崎町

ポピーまつり2013

国営みちのく杜の湖畔公園
会期
会場 問合せ みちのく公園管理センター（0224-84-5991）

6月上旬～下旬

宮城の小京都・蔵の町村田に宮城県内外の著名工芸家が大集合。手芸品など
のちょっとした小物から、本格的な芸術作品まで一挙紹介します。村田町

蔵の町むらた  工芸市

村田町民体育館
会期
会場 問合せ 村田町商工会（0224-83-2267）

6月8日　・9日

午後1時30分～3時30分

午後5時～8時30分

午前9時30分～午後3時

仙台真田氏当主・真田徹氏などを招いての歴史対談や歴史クイズ大会、歴史
系アーティスト・小栗さくら氏のライブなどを行います。蔵王町

ふるさとの歴フェス「仙台真田氏2013in蔵王」

蔵王町ふるさと文化会館ほか
会期
会場 問合せ 蔵王町教育総務課（0224-33-3008）

6月9日

午前9時～

午前10時～午後3時7月6日　・7日

村田の名産品そら豆の即売会、豆のつかみどり、詰め放題など、そら豆満載
のイベントです。
※気候の関係により日程が変更になることがあります村田町

そら豆まつり

道の駅村田
会期
会場 問合せ 村田町ふるさとリフレッシュセンター（0224-83-5505）

工房「四季庵」が癒しの空間を演出いたします。
丸森町

齋理屋敷企画展「山野草・水石展」

齋理屋敷
会期

会場 問合せ 蔵の郷土館齋理屋敷（0224-72-6636）

柴田町
ザ・フェスティバルinしばた

陸上自衛隊船岡駐屯地
会期

会場 柴田町商工会（0224-54-2207）問合せ

ダンスやよさこい、たくさんの出店。フィナーレは、3,000発の花火。柴田
の夏はコレで決まり。

5月中旬～6月上旬
シロヤシオツツジ散策観賞

みやぎ蔵王高原ロープウェー（えぼしスキー場）

（角田児童センター隣）

会期
会場 みやぎ蔵王高原ロープウェー（えぼしスキー場　0224-34-4001）問合せ

東北最大級のシロヤシオツツジ（五葉つつじ）の群生地である「みやぎ蔵王
えぼしスキー場」。清楚な白い花は敬宮愛子内親王のお印として用いられて
います。新緑に包まれながら、白い花回廊を散策しましょう。蔵王町
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家
庭
ご
み
の
有
料
化
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
実
際

に
「
も
や
せ
る
ご
み
」
の
分
別
は
ど
れ
く
ら
い
進

ん
だ
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
「
も
や
せ

る
ご
み
」
の
分
析
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
も
や

せ
る
ご
み
」
の
中
に
混
入
し
て
い
た
資
源
ご
み
等

の
割
合
が
、
約
２
％
減
少
し
て
い
ま
し
た
。（
平
成

23
年
度
の
調
査
結
果
と
比
較
）

　

ご
み
の
分
別
・
減
量
化
が
進
ん
だ
要
因
は
、
混

入
し
て
い
た
資
源
ご
み
の
中
で
も
、「
紙
類
」
の
割

合
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
有

料
化
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ

ん
が
ご
み
を
捨
て
る
際
に
、
以
前
よ
り
も
分
別
を

意
識
し
て
い
た
だ
い
た
確
か
な
成
果
だ
と
思
い
ま

す
。「
も
や
せ
る
ご
み
」
の
中
か
ら
資
源
と
な
る
も

の
を
な
く
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
ご
み
の
分
別

に
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
を
正
し
く
分
別
し
、
ご
み
の
さ
ら
な
る
減

量
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
分
別
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
各
ご
家
庭

に
お
配
り
し
て
い
る
「
ご
み
の
分
け
方
と
出
し
方
」

の
冊
子
や
当
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.az9.or.jp/eisei)

を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

業
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ

☎
０
２
２
４
―
５
２
―
２
８
７
０

が
リ
サ
イ
ク
ル
に
!!

家庭から出された「もやせるごみ」に混入していた資源ごみ等の割合
16%

14%

12%

10%

8%

6%

4%

2%

0%

13.55％

11.18％

平成23年11月 平成24年11月

2％減少

この2％は「もやせるごみ」の
処理量に換算すると、年間
677トンに相当します。

ごみ減量化マスコット
「分けまるちゃん」

年間33,851トン(平成
23年度実績値)のごみ
が「もやせるごみ」と
して焼却処分

2％の「もやせるごみ」が正しく分別されると…

これからもごみの分別・
減量化にご協力
よろしくお願いします

677トン

もやされてしまっていた
677トンが正しく資源ご
みとして分別、回収され
ることで、再資源化され
ました
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消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ

☎
０
２
２
４
―
５
２
―
１
０
５
０

　

第
34
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
仙
南
地
域
幼
少
年

婦
人
防
火
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、
２
月
６
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
仙
南
２
市
７
町
の
小
学
５
年
生
を

対
象
に
作
品
を
募
集
し
、
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
消
防
関

係
の
各
種
行
事
の
場
や
、
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
巡
回
展

示
を
す
る
な
ど
、
防
火
・
防
災
に
つ
い
て
の
普
及
促
進
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
小
学
校
36
校
か
ら
１
５
０
点
の
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
ど
の
作
品
も
、
火
の
恐
ろ
し
さ
、
火
災
予
防
の
大
切
さ

を
伝
え
る
力
作
ぞ
ろ
い
で
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
仙
南
地

域
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
長
賞
（
最
優
秀
賞
）
に
は
佐
藤

美
樹
さ
ん
（
大
河
原
小
学
校
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

当
組
合
消
防
本
部
で
は
、
左
記
の
日
程
に
よ

り
救
急
救
命
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
及
び
出
張
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

）

○
普
通
救
命
講
習
会

　
日
時　
毎
月
第
４
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
正
午

　
申
込
受
付
期
間　
講
習
日
３
日
前
ま
で
受
付

○
上
級
救
命
講
習
会

　
日
時　
１
回
目　
５
月
23
日（
木
）

　
　
　
　

２
回
目　
５
月
24
日（
金
）

　
　
　
　
両
日
と
も
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

　
申
込
受
付
期
間　
５
月
７
日（
火
）か
ら
17
日（
金
）

○
応
急
手
当
普
及
員
再
講
習

　
日
時　
７
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
　
１
回
目　
午
前
９
時
か
ら
正
午

　
　
　
　
　

２
回
目　
午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時

　
申
込
受
付
期
間　
該
当
者
に
事
前
連
絡
し
ま
す

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
当
組
合
総
合
庁
舎
３
階

　
講
堂
と
な
り
ま
す
。

◎
優
秀
賞

◆
宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
長
賞

　
　
永
野
小
学
校　
　
　
　
松
崎　
彩
音

◆
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
長
賞

　
　
大
張
小
学
校　
　
　
　
齋
藤　
涼
我

◆
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
　
白
石
第
一
小
学
校　
　
我
妻　
　
優

　
　
大
河
原
小
学
校　
　
　
猪
股
ひ
ば
り

　
　
大
河
原
小
学
校　
　
　
二
瓶　
未
夢

◆
宮
城
県
消
防
協
会
仙
南
支
部
長
賞

　
　
白
石
第
一
小
学
校　
　
秋
山　
美
桜

　
　
平
沢
小
学
校　
　
　
　
村
上
ふ
み
か

　
　
船
迫
小
学
校　
　
　
　
加
藤　
琴
乃

◆
仙
南
地
域
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
長
賞

　
　
北
郷
小
学
校　
　
　
　
吉
田
か
お
る

　
　
大
河
原
小
学
校　
　
　
今
川　
綾
香

　
　
槻
木
小
学
校　
　
　
　
山
口　
夏
歩

　
　
大
張
小
学
校　
　
　
　
伊
藤　
　
賢

◆
仙
南
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

　
　
西
根
小
学
校　
　
　
　
太
田　
美
由

　
　
永
野
小
学
校　
　
　
　
山
崎　
裕
太

　
　
前
川
小
学
校　
　
　
　
新
井
奈
保
子

　
　
筆
甫
小
学
校　
　
　
　
平
塚　
里
奈

◆
仙
南
地
方
危
険
物
安
全
協
会
長
賞

　
　
東
根
小
学
校　
　
　
　
渡
邊　
彩
花

　
　
村
田
小
学
校　
　
　
　
佐
藤　
駿
平

　
　
川
崎
第
二
小
学
校　
　
根
岸　
優
真

　
　
筆
甫
小
学
校　
　
　
　
高
田　
　
茜

◆
白
石
消
防
署
長
賞

　
　
白
石
第
二
小
学
校　
　
壹
岐　
麻
帆

　
　
白
石
第
二
小
学
校　
　
古
山　
泉
水

　
　
白
川
小
学
校　
　
　
　
平
間　
愛
理

◆
角
田
消
防
署
長
賞

　
　
桜
小
学
校　
　
　
　
　
黒
岩　
千
裕

　
　
大
内
小
学
校　
　
　
　
林　
　
李
奈

◆
柴
田
消
防
署
長
賞

　
　
槻
木
小
学
校　
　
　
　
桜
井　
　
遥

◆
大
河
原
消
防
署
長
賞

　
　
大
河
原
小
学
校　
　
　
伊
東　
優
希

　
　
村
田
小
学
校　
　
　
　
佐
藤　
美
羽

　
　
川
崎
第
二
小
学
校　
　
丹
野　
綾
香（

敬
称
略
）

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
に

佐
藤
美
樹
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
!!

http://www.az9.or.jp/syoubou/kousyu.htm
l

◎
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
長
賞

　
（
最
優
秀
賞
）
に
選
ば
れ
た

　
　
　
大
河
原
小
学
校　
　
佐
藤　
美
樹
さ
ん
の
作
品

応
急
手
当
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
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平成25年度 仙南地域広域行政事務組合 普通会計予算のあらまし
　平成25年２月26日に開かれた組合議会定例会において、平成25年度予算が議決されましたのでお知らせいたします。
　平成25年度予算の総額は44億8,756万円（前年度比１億5,397万円の減）となりました。減額となった主な要因は、あぶくま斎苑と仙
南最終処分場建設時の借入金返済（公債費）が終了したためです。
　計上された主な事業は、衛生費では、平成29年度供用開始予定の（仮称）仙南クリーンセンター整備等に係る事業費。消防費では、
角田消防署丸森出張所の庁舎建て替え、化学消防ポンプ自動車ほか３台、計４台の消防車両更新や停電時に消防庁舎の電源を確保する
ことができるように、太陽光発電装置を設置する経費などを計上しています。

　本年度の圏域住民1人当たりに係る経費は 平成25年度予算額　 4,487,568,000円
圏域人口  182,836人

＝  24,544円となります（前年度比730円の減）

科　目 金　額 内　　容

分担金及び負担金 3,540,561 共同処理に係る構成市町の負担金と高速道路
での消防・救急・救助活動に対する負担金
【内訳】
 総務費負担金 
 徴税費負担金 
 民生費負担金 
 衛生費負担金 
 消防費負担金 
 教育費負担金 
 圏域文化振興費負担金 
 東日本高速道路㈱負担金  

事　業　収　入 えずこホール友の会の会費

229,208
51,938
74,144

1,090,194
1,934,007
33,845
109,972
17,253

245,543
36,187
381,632
256,291
397,885
6,183
71,919
175,975

153,015

科　目 金　額 内　　容

議　　会　　費 議会運営に係る経費

消　　防　　費

公　　債　　費

予　　備　　費 28,698

仙南芸術文化
セ ン タ ー 費

総　　務　　費 組合全体の運営や滞納整理事務に係る経
費

民　　生　　費 介護認定審査会及び市町村審査会運営な
どに係る経費

衛　　生　　費 火葬やごみ・し尿の処理に係る経費や施
設の維持管理などに係る経費
【内訳】
 仙南リサイクルセンター 
 仙南最終処分場 
 角田衛生センター 
 大河原衛生センター 
 し尿処理施設 
 動物焼却施設 
 家庭ごみ有料事業 
（仮称）仙南クリーンセンター
　　　 整備等事業 
斎苑など 

教　　育　　費

使用料及び手数料 ごみ処理手数料、消防手数料、仙南芸術
文化センター使用料など

財　産　収　入 財産の運用収入や売払収入など

県　支　出　金 県から移譲された事務に係る交付金や再
生可能エネルギー等導入に係る県補助金

繰　　入　　金 財政調整基金や消防施設整備基金などの
基金繰入金

繰　　越　　金 前年度繰越金

諸　　収　　入 預金利子、雑入など

合　　　　　計

組　　合　　債 衛生施設の改修や消防庁舎建設、消防車
両購入などに係る借入金 合　　　　　計 4,487,568

歳入 歳出（単位：千円） （単位：千円）

【
市
町
別
負
担
金
内
訳
】

白 石 市
角 田 市
蔵 王 町
七ヶ宿町
大河原町
村 田 町
柴 田 町
川 崎 町
丸 森 町
合 　 計

消防・救急・救助活動や庁舎建設、車両
整備などに係る経費

借入金の元利償還（返済）に係る経費

予算外支出及び予算超過支出に充てる経費

圏域文化の振興に資する芸術文化事業や
施設維持管理などに係る経費

AZ9ジュニア・アクターズの養成や視聴
覚教材の購入などに係る経費

1,104

431,218

60,856

46,026

国 庫 支 出 金 衛生処理施設の放射線量測定などに係る
国からの補助金7,466

95,800

28,400

17,937

4,487,568

258,200

18,713

2,158,786

113,995

123,187

200,251

74,860

1,724,630

44,448

637,291千円
575,456千円
280,783千円
66,822千円
486,134千円
255,368千円
675,412千円
222,419千円
323,623千円
3,523,308千円

【
歳
出
予
算
の
性
質
別
構
成
状
況
】

説　明
2,309,172千円
1,178,423千円
263,473千円
139,489千円
449,578千円
113,995千円
4,740千円
28,698千円

4,487,568千円

金　額
51.46%
26.26%
5.87%
3.11%
10.02%
2.54%
0.10%
0.64%

100.00%

構成比
人　件　費
物　件　費
維持補修費
補　助　費　等

普通建設事業費
公　債　費
積　立　金
予　備　費
合　　　計

※圏域人口は、予算作成の基礎とした平成24年9月末時点の人口となります。
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